西岡武夫参議院議員運営委員長　殿

新参議員宿舎移転建設について反対し、現宿舎地での建替えをお願いしている近隣住民の会です。以前から６２名の近隣住民の陳情書や申入書を送らせていただいております。参院議員運営委員会が決定するということですので、今日陳情にまいりました。参議院からの良識ある決定がなく、膠着状態です。それで近隣住民だけでなく、一般市民の声でストップさせるためにこの６月中旬から署名活動をはじめました。口コミだけですが、予想以上の関心と反響があり、１ヵ月半で６０４０人の署名が集まりました。（以前に提出した近隣住民６２名の陳情書の署名以外のものです。）東京を中心に３３都道府県に及びます。今日8月１日はじめての街頭活動（署名用紙の配布）を行い全国にも広めて、中止の決定が出るまで続けるつもりです。

この問題はマスコミ報道を通じてみんな関心が強く、よく知っていました。その反対意見を述べる場所がないのに怒っているのが現状です。それで署名活動に心よく応じて、たくさんの一般の人たち（知らない方からも）が集めてくれました。これが一般市民の気持ちであり、与野党には関係ない政治家不信の源だと確信しました。政治不信の払拭のためにも、この一般市民の声を重く受け止めていただき、参議院の良識ある決断をしていただきたいと思います。
今日は1ヵ月半で集めた、６０４０人の署名を提出します。近いうちに３万人になり次第また提出いたしますのでよろしくお願いいたします。

最後に、お時間を作っていただき、ぜひ直接陳情させていただきたいと思います。
２００８年８月１日

「新参議員宿舎をストップ！江戸の史跡と緑の公園にする会」
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追伸

今日は、お目にかかることができませんでしたので後日、是非お時間を作ってくださいますようお願いします。

　昨年７月に予定されていた工事着工がマスコミ報道、石原都知事の反対、そして西岡先生の凍結案で工事がストップして１年になります。昨年の参院選での与野党逆転後、西尾先生の凍結案が出たときは、さすがに時代が終わったと思いました。経験豊富な政治家としてのご見識だと安心しておりました。ところがその後、膠着状態にあります。一度決まった国の公共事業は覆らないのが常識ですが、国民の利益にならない古い計画が中止されれば、新しい環境時代の象徴的な良き先例になると思います。それが政治不信の払拭にもなり、国会議員の先生方のためでもあると思います。せっかく民主党が参議院の与党になったのですから、先生の主導で九段衆参合同宿舎案なども含めて合理的な英断をお願いします。それが、政治不信の国民にとって、一筋の希望になると思います。
